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   4.1 消費者＞企業の社会的責任 



















つの CSR についての提案を考えたい。 
毎年 5 月第 2 土曜日は、世界中がフェアトレード
デーとなる。フェアトレードを推進するイベントが
世界各地で催され、名古屋市はその認定に向けての



























































































連合（International Federation for Alternative 
Trade；IFAT、以下 IFAT）があり、これは後に世
































































 WFTO の前身、IFAT は 1989 年に設立され、2009
年に WFTO と転換した。2012 年現在、先進国と途



























































































レードタウンとして認定され、次いで 2015 年 9 月
には名古屋市がフェアトレードタウン認定を受けた。 











































している団体のことをいう。 ① WFTO の 10 原則、










2  CSR をめぐる議論 
消費者が安心できる企業を選び、その企業の製品 
なら購入したいという時代になってきた。その選択
のモノサシのひとつ、CSR（ Corporate  Social  
Responsibility： 企業の社会的責任 ）がより一層 
注目されている（５）。 
 
2.1 CSR 経営の原点 

























































































































7 原則を明確に示した。そのうえで CSR の 7 中核
主題（主要テーマとして、企業統治、人権、労働、 
環境、事業慣行、消費者、コミュニティ参画・発展）













①  ISO26000 による CSR 経営・報告の見直し 






②  ISO26000 に基づく PDCA ツールとしての 
KPI 体系化 
さらにもう一つ重要な ISO26000 の影響がある。
CSR 経営の見直しのなかで、ISO26000 を基に独 







2.3 EU の CSR 戦略 



















































めたのが、表 1 である。 
表 1：CSR に関する記述比較 
教科書会社名 キーワード 
第一学習社   
 『高等学校政治・経済』  
法令遵守 /コンプライアンス
利害関係者/ステークホルダー







人権擁護            
労働環境・消費者保護・環境保護
法令遵守/コンプライアンス   
企業の社会的責任（CSR)    
メセナ/フィランソロピー 
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清水書院     
 『高等学校 現代政治・
経済 最新版』  
利害関係者/ステークホルダー  
環境保護/社会事業       
企業の社会的責任（CSR)    
労働環境・消費者保護・環境保護
法令遵守/コンプライアンス   
企業の社会的責任（CSR)    
メセナ/フィランソロピー 
東 京 書 籍 
『政治・経済』 
メセナ/フィランソロピー    
環境保護            
法令遵守/コンプライアンス   
企業の社会的責任（CSR) 
実教出版      
 『最新政治・経済』  
企業の社会的責任（CSR)    
利害関係者/ステークホルダー   
 




































































揺り籠へ」 、⑨英 Energy Saving Trust、⑩ノルデ
ィック・スワン・エコラベルの各認証を対象として
いる。その他には、⑪非動物実験/動物不使用認証
（Leaping  Bunny など）、⑫ベジタリアン認証
（Vegetarian Society）、⑬絶対菜食主義認証（Vegan 
Society）、それに⑭リサイクル/リユース商品（Eco 





































36％増加の 10 億 160 万ポンドに達した。 
このマーケットレポートには、キーとなる結論に
は4項目、「Ethical Food and Drink」「Green Home」































































 通常アメリカ人の購買力が高まる時期は、11 月下 
旬の感謝祭から 12 月のクリスマスにかけてである。 
その時期における消費行動調査（「コーン･ホリデイ･ 
トレンド追跡調査(2003 Cone Holiday Trend 


















































































4 CSR の新しい側面 












































4.2 CNSR の定義 
消費者の社会的責任、CNSR を、どのように説明
したら良いのだろう。リーズ大学ビジネス学部
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